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はじめに 

 

 OpticG 2D をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

 このマニュアルは、OpticG 2D ソフトウェアの使用方法について説明するものです。シス

テム全体に関する情報は別冊「OpticG 2D 計測マニュアル」を、撮影機材の取り扱いに関す

る情報は「変位計測撮影装置取扱説明書」を、それぞれご参照下さい。 

 

～ マニュアルの種類 ～ 

 

 

OpticG 2D ソフトウェア動作環境 

OS： マイクロソフト Windows 7/8/8.1/10  32bit および 64bit 

.NET Framework 4.0 以上 

CPU： インテル Atom 以上 (Pentium 以上推奨) 

メモリ： OS が快適に動作する環境 (1GB 以上推奨) 

ストレージ： SSD 推奨 

プログラム及び解析データの保存領域として 100MB 程度必要 

動画などの保存領域として 100GB 以上を推奨 

モニター： 1024×600 ドット以上 

動画形式： H.264 (MPEG-4 AVC)で記録された動画ファイル、4K 動画可 

 

 

 

 

 

ソフトウェア 

マニュアル 

 

このマニュアルです 

OpticG 2D 

計測マニュアル 

OpticG 2D 

撮影装置取扱説明書 

ソフトウェア 計測手順 撮影機材 
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【１】 OpticG 2D のインストールとアンインストール 

１-１. 新規インストール 

 

１-１-１. ソフトウェアインストール 

① インストーラをダブルクリックして実行

します。 

② シリアル番号とレジストレーションキー

を入力します。 

③ ライセンス契約書を確認し、同意の場合

は「同意する」をクリックしてください。 

④ インストール先を選択してください。 

 

  

  

例：シリアル番号 ABCD-12345-20151231 

レジストレーションキー ABCD-EFGH-IJKL-MNOP 

※シリアル番号とレジストレーションキー 

は別途お知らせしております。 
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⑤ 先の画面で「インストール」をクリック

すると開始します。 

⑥ 「完了」をクリックしてインストーラを

閉じます。 

 

１-２. バージョンアップインストール 

 

アップデート版インストーラをご用意の上、１-１-２. ソフトウェアインストール に示し

た手順で、上書きインストールしてください。 

 

１-３. ライセンス情報の更新 

 

「１-５. アンインストール」に示す手順で一旦アンインストールの後、１-１-２. ソフトウ

ェアインストール に示した手順で、インストールしてください。途中でライセンス情報の

入力を求められますので、新しいライセンス情報を入力してください。 

 

１-４. OpticG 2D 1.x からのアップグレード 

 

OpticG 2D Ver.1.x から OpticG 2D Ver.2.0 以降のアップグレードには、ライセンス契約を

更新する必要があります。 

詳しくは弊社までお問い合わせください。 

 

〒520-0806 

滋賀県大津市打出浜 2 番 1 号 コラボしが 21 4 階 413 号 

株式会社ズームスケープ 

 

ホームページのお問合せからお願いします。 

https://www.zoomscape.net/contact/ 
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１-５. アンインストール 

コントロール パネル内「プログラムのアンインストールまたは変更」からアンインストー

ラを実行してください。 
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【２】 計測作業における一連の操作 

第２章では、計測を行うあたり最低限覚えておけばよい操作方法について説明します。第

２章ではマニュアル通りの処理手順に従って操作すれば、画像入力から結果出力まで一連の

処理を実施できます。ただし、様々な設定や機能についての詳細な説明は省かれています。

それらについては、第３章以降をご覧下さい。 

 

２-１. 全体の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MVI_0001.MOV 

撮影データの保存

プロジェクト作成

撮影データフォルダ選択

画像選択および撮影
情報の入力

解析領域設定

マッチング

グラフ表示

計測データの保存

SD 
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２-２. 撮影データの保存 

 

 

 

  

  

  

MVI_0001.MOV 

SD 

 

PC へコピー 
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２-３. プロジェクト作成 

 

 

２-４. 撮影データフォルダ選択 

 

 

  

 

①プロジェクト名を入力します。 

②画像種類を選択します。 

③作業フォルダが未指定なら、指定

します。 

④「OK」をクリックします。 

再度 OK をクリック 

作業フォルダとは： 
作業フォルダとは、計測結果・設定が保存される

フォルダです。 
画像ファイルを置く場所とは別のフォルダです。 

②どれか1つ選択 

③「開く」をクリック 

①撮影データの

フォルダへ移動 
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２-５. 撮影データを開く 

２-５-１. 動画像の場合 

 

 

 

２-５-２. 連写画像の場合 

 

 

2.撮影情報を登録 

・「コード」を入力 

・「カメラ」を選択 

・「撮影距離」を入力 

・「傾斜角」を入力 

1.ファイルを選択 

3.「選択」をクリック 

1.ファイルを選択 

2.撮影情報を登録 

・「焦点距離」を入力 

・「素子サイズ」を入力 

・「コード」を入力 

・「撮影距離」を入力 

・「傾斜角」を入力 

3.「選択」をクリック 

コードとは：OpticG 2Dソフトウェア内での識別名です。 

日本語を含めることができます。 

半角スペース" "を含めることはできません。 

「カメラ位置」「そのファイルで何回目の撮影か」など、

識別に必要な情報を入れてください。 
レーザー距離計に表示された値 

レーザー距離計に表示された値 

カメラごとに異なります 
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２-６. 解析領域設定 

 

 

２-７. マッチング 

 

↓ 

処理中です。お待ちください。 

↓ 

 

 

①プルダウンメニューから「新規領域」を選択 

②カーソル□を計測箇所
に合わせてください 

③右クリック 
「新規領域をここに作成」 

ボタンを押してください 

マッチング完了すると「グラフ表示」できるようになります 
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２-８. グラフ表示 

 

 

【静止範囲指定の手順】 

 

 

 

 

 

 

OpticG 2D ソフトウェアには計測のための多彩な機能を搭載しております。各機能につき

ましては【３】（p.14）以降で解説いたします。  

1.「静止範囲」ボタンをクリック 

荷重により変位が発生し

ている時間帯 

y 軸最大変位 

y 軸最小変位 

x 軸最大変位 

x 軸最小変位 

x軸（→方向）・y軸（↓方向）それぞれの最大変位・最小変位（負の最大変位）がわかります 

0mm 位置を合わせるため 

静止範囲を指定してください 

2.静止範囲でドラッグ 

静止範囲指定後のグラフ 
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２-９. 変位のＣＳＶファイル出力 

 

 

 
 

２-１０. グラフを画像ファイルとして保存 

 

 

 
 

  

カメラマークのボタンをクリック 
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【３】 プロジェクトの操作方法 

３-１. 新規プロジェクトの作成 

※動画像で計測する場合と、連写画像で計測する場合とで設定方法が途中で異なります。 

 
 

計測を行うために新規プロジェクトを作成するには、メニュー「ファイル」から「新規プ

ロジェクト」をクリックしてください。 

 

 

プロジェクト名を入力して画像の種類を選択し、「OK」をクリックします。 

ポップアップにしたがって動画（連写画像）ファイルを選択してください。 

動画像 連写画像 

 

①プロジェクト名を入力します。 

②画像種類を選択します。 

③作業フォルダが未指定なら、指定

します。 

④「OK」をクリックします。 

再度 OK をクリック 

作業フォルダとは： 
作業フォルダとは、計測結果・設定が保存される

フォルダです。 
画像ファイルを置く場所とは別のフォルダです。 
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動画選択画面（連写画像選択画面）が表示されたら、プロジェクト作成成功です。 
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３-２. 以前に作成したプロジェクトを開く 

メインウィンドウの「ファイル」メニューから「プロジェクト選択」を選択してください  

 

 
 

 

 

ウィンドウ名以外は新規プロジェクトのウィンドウと同じものです。 

プロジェクト名左の▼をクリックすると最近開いたプロジェクトを一覧できます。 

プロジェクトを選択して「OK」ボタンを押し、引き続き画像を選択します。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「最近開いたプロジェクト」から開くこともできます。 
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３-３. 動画像の解析エントリを複製する 

開始時刻、終了時刻は、１つの動画像に対して１つしか設定することができません。 

１つの動画像から複数の解析を行いたい場合、動画リストの複製機能が使用できます。 

 

 
 

 動画リストから複製する動画像を選択し、「複製」ボタンを押してください。選択された

動画像のデータが複製されます。複製されるのは動画像の設定のみで、動画ファイル自体は

複製されません。複製された動画データは複製前の設定を引き継いでいます。複製された動

画像に個別の時刻設定を行う事で、１つの動画像に対して複数の解析を行うことができます。 

 複製された動画像を削除する場合は、削除する動画像を選択し「削除」ボタンを押してく

ださい。削除されるのは設定値と解析結果のみで、動画ファイル自体は削除されません。ま

た複製されていない動画像は削除できません。 

 

 

３-４. 動画ファイルの存在しないプロジェクトを開く（グラフ表示モード） 

メインウィンドウの「設定」メニューから「モード選択」を選択し、「グラフ表示モード」

を選択してください。 

グラフ表示モードの状態では、動画ファイルがなくてもプロジェクトを選択し、グラフを

表示することができます。動画ファイルがないため切り取り範囲の新規選択・マッチングは

できませんが、既に存在するデータの確認が可能です。 
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【４】 計測作業での操作方法 

４-１. 計測に使うカメラの情報を設定したい（カメラ設定） 

４-１-１. カメラ設定ウィンドウを開く 

メインウィンドウの「設定」メニューから「カメラ設定」を選択してください。 

 

 

 

「カメラ設定」ウィンドウが開きます。 
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４-１-２. 新しくカメラ設定を登録する 

「カメラ設定」ウィンドウの「カメラ設定名」から「新規作成」をクリックしてください。 

 

 

 

「0 新規作成」が選択状態になったら、編集項目各欄に入力してください。 

入力内容は「較正証明書」（別紙）にてご確認ください。 

 

 

 

ウィンドウ最下部「適用」ボタンを押すと、カメラ設定リスト末尾に登録されます。 

 

 

 

  
登録！ 
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４-１-３. カメラ設定の登録内容を編集する 

「カメラ設定」ウィンドウの「カメラ設定名」から編集したい設定名をクリックします。 

 

 

 

設定名が選択状態になったら、編集項目各欄を書き換えます。 

 

 

 

ウィンドウ最下部「適用」ボタンを押すと、編集内容が登録されます。 

 

  

  
登録！ 
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４-１-４. カメラ設定を削除する 

「カメラ設定」ウィンドウの「カメラ設定名」から削除したい設定名をクリックします。 

 

 

 

ウィンドウ最下部「削除」ボタンを押すと、選択した設定名のカメラ設定が削除されます。 

 

 

 

 

４-１-５. カメラ設定データの共有 

設定したカメラの設定データ(焦点距離、フレームレートなど)を他の PC でも使用したい時、

ホームディレクトリにある(デフォルトは C://Users/ユーザー名/.flex になっています) 

camera.dat というファイルを別の PC のホームディレクトリへコピーすることで同じカ

メラ設定で OpticG 2D を使用することができます。 

  

  

    

削除！ 
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４-２. 計測領域を作成したい 

計測領域を作成するにはまず、画面上部の領域リストプルダウンから「新規領域」を選択

します。画面内の画像上で白い点線が表示されます（領域選択「簡易設定」の場合）。 

クリックすると、その位置に白い点線が固定されます。 

右クリックすると「新規領域をここに作成」とメニューが表示されるので、クリックする

と計測領域を作成できます。 

 

 

  

①領域リストから 
「新規領域」を選択 

②計測したい対象の位置でクリック 
（白い点線が固定されます） 

③右クリックすると 
「新規領域をここに作成」と表示されるので選択する 

計測領域が作成されました 
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４-３. 作成する計測領域の大きさを変えたい 

計測領域の作成はデフォルトでは 200x200 ピクセルの正方形となっていますが、違う形・

大きさで作成したい場合があります。 

計測領域の作成方法はメニュー「設定」内「領域選択」サブメニューから変更できます。 

「領域選択」サブメニューには「簡易設定」と「自由に設定」があります。 
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４-３-１. 簡易設定 

メインウィンドウの「設定」メニューから「領域選択」を選択し、「簡易設定」を選択し

てください。↑↓矢印キーかスクロールマウスのホイール部で枠の大きさを決めます。大き

さは 60×60 ピクセル～200×200 ピクセルの範囲で 10 ピクセル刻みで変化します。 

 

４-３-２. 自由に設定 

メインウィンドウの「設定」メニューから「領域選択」を選択し、「自由に設定」を選択

してください。デフォルトでは、領域選択の方法は「簡単設定」となっており、領域の大き

さや形を自由に選ぶことができません。領域選択を自由に設定したい場合は、「自由に設定」

を選びます。 

 

 
 

画面上でドラッグして自由な矩形で領域設定できます。 

領域範囲が大きければ大きいほどマッチング処理に時間がかかるので、注意が必要です。 

 

 

 

 

 

  

ドラッグして領域設定 
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４-４. マッチングした領域での計測結果を知りたい 

マッチング済みの領域はメニューの領域リストか枠をマウスでクリックすることにより選

択することができます。 

 

 

 

領域の選択ができたら、「グラフ表示」ボタンを押します。 

 

 
 

 
  

枠線をクリック 選択された 

（枠線が赤になった） 

「グラフ表示」をクリック 

グラフが表示された 
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４-５. 画面のスクリーンショットを保存したい 

メインウィンドウの「ツール」メニューから「画像スクリーンショット」を選択すること

で、メインウィンドウの画像がプロジェクトフォルダに出力されます。 
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４-６. 計測用動画を確認したい 

計測に使用した動画を再生することができます。メインウィンドウの「ツール」メニュー

から「動画再生」を選択してください。ただし、動画ファイルが存在しない時や、PC 上でそ

の動画を再生する環境が整っていない時には再生はできません。また、グラフ表示モードの

ときには、動画再生機能自体が無効になるので、編集モードで利用します。 

 

 
 

グラフの動きがおかしい時には、実際に動画を再生して確認してみることをお勧めします。 

 

※グラフ表示モードではご利用できません。 
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４-７. 別の動画で計測したい 

メインウィンドウの「ファイル」メニューから「動画リスト」を選択してください。すで

に開いているものと同じフォルダ内に入っている画像ファイルの一覧とその情報が表示さ

れます。青色で示されているのは、すでにデータが登録済みの画像です。 

 

 

 

この中から、次に作業を行う画像を選択します 

選択後、右欄からコード名や撮影機材、撮影距離、傾斜角などの設定もできます。すでに

グラフ化している場合は、切り出し範囲がサムネール上に赤枠で表示されます。 
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【５】 グラフウィンドウの操作方法 

５-１. グラフを拡大したい 

グラフの一部分を選択して拡大表示することができます。 

グラフ表示ウィンドウ上の ボタンを押します。 

そのあと、グラフ上で拡大したい範囲をドラッグします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 

ドラッグ 

ドラッグした範囲が拡大される。 
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５-２. グラフの全体を表示したい 

グラフ表示ウィンドウ上の ボタンを押すとグラフの全範囲表示に切り替わります。 

再度ボタンを押すと、元の表示に戻ります。 

通常、グラフを開いた時は設定した時刻分（初期設定では 20 秒）しか表示されません。 

 

  

 

 

 

 

 

  

通常表示 全体表示 
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５-３. グラフの横軸を計測日時で表示したい 

グラフウィンドウ上部のメニュー「表示」内の「時刻」から、グラフの横軸表示方法を選

択することができます。 

「計測時刻」を選択すると、グラフの横軸を計測日時で表示することができます。 

 

 

 「経過時刻」を選択すると、横軸は計測開始からの経過時刻で表示されます。 
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５-４. 計測精度を知りたい 

５-４-１. 静止範囲の標準偏差を読み取る 

グラフウィンドウを開き、静止範囲を指定すると、ウィンドウ左上に静止範囲の標準偏差

が表示されます。その値が計測精度となりますので、必要な精度を満たしているか確認しま

す。 

 

 

５-４-２. 他のデータとの比較から算出する 

Ｕドップラーなどの実測値と比較して精度を求める方法もあります。 

５-７．を参照にデータを読み込み、グラフの重ね合わせを行います。グラフを重ね合わせ

る際、「時刻シフト」の機能を使ってできるだけぴったりグラフを重ねます。この時拡大表

示機能や有効範囲を狭めて表示すると、正確に合わせやすいです。 

グラフが重なったら「有効範囲」ボタンを押し、変位部分を指定します。「６-７. グラフ

を比較したい － 統計処理」を参照し統計処理を行います。「再計算」ボタンを押して算

出された結果から、「平均二乗誤差」を読み取ります。この数値が実測値との比較から得ら

れた精度となります。 

時刻シフトで少しずつグラフを移動させながら再計算して最も値の小さい時を読み取る

とよいでしょう 
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５-５. グラフの色を変更したい 

グラフウィンドウの凡例を右クリックし、色設定を選択してください。 

 

 

 画面に表示されるパレットから使用する色を選択してください。 
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５-６. 変位の基準位置（0mm 位置）を調整したい（静止範囲の指定） 

計測開始時付近で対象が静止しているにもかかわらず変位が 0mm からずれることがあり

ます。 

 

 

 

「静止範囲」を指定することで、対象が静止している状態を 0mm として合わせることが

できます。 

 

 

 

「静止範囲」をクリックし、対象が静止している範囲をドラッグします。 

グラフが調整されて、対象が静止している範囲が 0mm に合うようになります。 

 

  

静止しているのに 

0mm からずれている 

対象が静止している 

範囲をドラッグ 対象が静止している 

範囲を 0mm に合わせた 
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５-７. グラフの正常な部分だけを使用したい（有効範囲の指定） 

｢有効範囲｣ボタンを押すと、変位の計測対象範囲を指定することができます。 

例えば、撮影データの前後に大きな乱れがあり、グラフの最大変位や最小変位が正確な値

を示さない時、有効範囲を指定すると、その範囲内の最大変位や最小変位が表示されます。 

 

｢有効範囲｣ボタンを押してからグラフ上をドラッグして範囲を指定します。 

 

 

 

有効範囲が決定すると、次回グラフ表示時はその範囲の表示に切り替わります。 

 

 

 

間違ってボタンを押したときは、グラフ上で右クリックすると範囲選択モードが解除され

ます。 

もう一度全体を表示する場合は、ウィンドウ左上の ボタンをクリックしてください。 
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５-８. グラフの表示設定を変更したい 

５-８-１. グラフウィンドウのサイズ変更 

 

 

 

メインウィンドウの「設定」メニューから、「グラフ表示設定」を選択してください。 

グラフの表示サイズの設定を行います。 

 

５-８-２. グラフの表示時間の変更 

メインウィンドウの「設定」メニューから、「グラフ表示設定」を選択してください。通

常、グラフを開いた時は設定した時刻分（初期設定では 20 秒）しか表示されません。 

上に表示された「グラフ表示設定」ウィンドウで、表示秒数の設定を行います。 
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５-９. mm 単位と画素単位を切り替えたい 

変位の表示を「mm 単位」と「画素単位」とで切り替えることができます。 

 

 

 

５-９-１. 倍率設定について 

倍率とは、画素単位から mm 単位に変換する際の倍率のことで、距離・傾斜角・センサ素

子サイズなど必要な情報が入力されている場合は自動計算されます。 

撮影距離・傾斜角などが不明な場合、長さがわかる対象が画像上に写っている場合はその

大きさをもとに倍率を計算し、数値を手入力することもできます。例えば、ほぼ水平に撮影

している場合に、縦の長さが 100mm の対象物が画像上に 250 画素で写っていたとき、倍

率は 100/250=0.4 と計算できます。数値を変更したあとは「適用」ボタンを押すことでグ

ラフに反映されます。 

 

 

 

また、上図の例のように計算式を入力することも可能です。 
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５-１０. 他のグラフを重ね合わせて表示させたい（グラフ読込） 

５-１０-１. 同じ画像ファイル上のグラフの場合 

グラフ表示ウィンドウの「ファイル」メニューから「グラフ読込」を選択肢、グラフ選択

を選択してください。選択した領域のグラフ(この場合 g1)以外の領域のグラフを読み込んで

重ね合わせます。グラフ間演算（６-６. グラフ間演算）したものも重ね合わせることがで

きます。 

 

 

 

また、指定したグラフを強調して表示させることもできます。グラフの右に凡例が表示さ

れているので、強調させたいグラフコードをクリックします。すると、下図のようにグラフ

上でデータが点で表示されます。再度凡例をクリックすると、元の表示に戻ります。 

 

 

 

重ね合わせたグラフの表示を消したい場合は、凡例上で右クリックして「g*を取り外す」

(*には番号)を選択します。 
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５-１０-２. 一般の CSV ファイルを読み込んで重ね合わせる場合 

1) グラフ表示ウィンドウから「ファイル」メニューから「CSV 読込」を選択して、読み

込む CSV ファイルを選択してください。 

 

 

 

開始行、終了行、経過時刻、変位は自動で入力されますが、ファイルのデータが複数の列

にまたがる場合などは、その数値を確認します。片方の変位のみの csv データを読み込む場

合、変位(y)、変位(x)の列指定を空欄にしてください。そのデータは全て 0.0 として扱われ

ます。 

 

2）CSV ファイルを直接グラフウィンドウにドラッグ＆ドロップ 

何度も同じフォルダを利用したり、利用するフォルダが少ない場合は、予めフォルダを PC

画面上に表示しておき、重ね合わせたいファイルを直接グラフの上に移動させると、1）と

同様の画面が現れます。 
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５-１１. 重ね合わせたグラフの時刻を合わせたい（時刻シフト） 

CSV ファイルから読み込んだ他のグラフと時刻を合わせることができます。 

 

基準となるグラフの CSV ファイルを読み込みます。 

「時刻シフト」ボタンを押すと、グラフの表示が赤く変化し、黄色の背景でシフトの方法

が表示されます。 

 

「←」キーまたは「→」キーを押すと、元となるグラフ(赤)が動きます。 

｢Shift｣キーを同時に押すとグラフの移動速度が上がります。 

 

グラフが重なったところで「Enter」キーを押すと、時刻のシフトが決定します。｢時刻シ

フト｣ボタンの右に表示されているのがシフトした時間です。 
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【６】 応用操作 

６-１. ノイズを除去したい 

６-１-１. 撮影のスタート（終了）時の大きなノイズの除去 

変位の出ている範囲に絞って変位を計測することができます。詳しくは「５-６. グラフの

正常な部分だけを使用したい（有効範囲の指定）」をご覧ください。 

 

６-１-２. 全体的に出ているノイズの除去 

大気揺らぎや風などの環境要因が原因で全体的にノイズが出ることがあります。その場合

は次の作業を行うことでノイズを減少させることができます。 

まず、計測対象で変位の出ている箇所を何ヶ所か切り取り、そのグラフを平均化します。

（「６-６. グラフ間演算」の機能を使用します）・・・① 

次に同じ画像ファイルに映っている静止部分についても、同様にグラフを平均化しま

す。・・・② 

これらの平均化したグラフの差（①－②）を求めることで、完全にとはいきませんが、随

分ノイズを取り除くことができます。 

 
 

この手法を用いてグラフの補正を行うと次のグラフのようになります。 

  

計測対象 

静止領域 

①平均

平均

②グラフの差 

青のグラフが補正されて

水色のグラフになりました 
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６-２. 不動点による補正 

概ね 10 分を超える計測をしていると、カメラの傾きが非常にゆっくり変化することがあり

ます（カメラと三脚を固定するネジの応力が解放された影響とみられます）。計測結果がゆ

っくりとずれていってしまいます。 

 

不動点を用いて補正することで、ズレを補正することが可能です。 

領域をクリックして選択後、右クリックメニューから「不動点に設定」をクリックするこ

とで、領域を不動点として設定することができます。 

 

 

徐々に先が下がった影響（対象が相対的に上がる） 

 

 

p12 

p2 

 

  
p12 

p2 ▲ 

１．領域を選択 

２．右クリック 

３．「不動点に設定」 

不動点に設定した状態 
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不動点を設定することで、変位データからカメラの動きに寄る影響を除くことができます。 

 

 

不動点を用いて補正された変位グラフの例 
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６-３. マッチング設定 

 計測対象の動き方や撮影方法による設定を行うことで、最適なマッチング結果を出すこと

ができます。 

「マッチング設定」変更後、計測結果は自動更新されませんので、設定内容を計測結果に

反映するには再度マッチングを行ってください。 

「詳細設定を行う」は研究、開発向けの設定になりますので設定をしたい場合は弊社にお

問い合わせください。 

  

メインウィンドウの「設定」メニューから「マッチング設定」を選択します。 

 

・「計測したい動きの大きさ」 

対象の動きの大きさにあわせて選んでください。 

対象の動きが目に見えないほど小さい、または最大数 mm 程度の大きさであれば 

「小さい動き」を、それより大きな動きであれば「大きい動き」を選択します。 

「小さい動き」の方がマッチングは安定しますが、大きな変位が生じた場合追跡することが

できません。 

 

・「走査範囲」 

対象の動きを追跡する大きさを指定します。走査範囲より大きな変位が生じた場合は異常

な計測結果となることがあります。走査範囲は小さい方がマッチングは安定します。走査範

囲が大きいほど、マッチングに時間を要します。 

 

・「輝度調整を行う」 

動画の明るさが途中で変わる場合はチェックを入れます。（初期設定ではチェックが入っ

ています） 

 

・「急激な動きに対応する」 

チェックを入れることで速く激しい動きに最適なマッチングができます。ただし、処理時間

を多く要し、マッチング安定性も低下します。  
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６-４. フィルタ設定 

フィルタサイズとは、動画のコマ数に相当するフィルタの大きさを指定するものです。例

えば、フィルタサイズが 3 の平滑化フィルタをかける場合、あるコマとその前後 1 コマ分

の合計 3 コマ分のデータを平均化した値が算出されます。フィルタサイズが大きいほど滑ら

かなグラフとなり、処理時間も多くかかります。 

メインウィンドウの「設定」メニューから「フィルタ設定」を選択するか、グラフ表示ウ

ィンドウの「フィルタ」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

メディアンフィルタ、平滑化フィルタに関する設定を行います。 

 

メディアンフィルタと平滑化フィルタ項目内にある「有効」のチェック欄により、メディ

アンフィルタのみ有効するあるいは平滑化フィルタのみ有効にするといった使い分けがで

きます。両方が有効な場合、メディアンフィルタをかけてから平滑化フィルタがかかります。 

 

 フィルタサイズの横にある「時間単位」というチェック欄は、フィルタサイズを 30fps

の動画に換算したときのコマ数として扱うかどうかを設定するものです。例えば、60fps の

動画と 30fps の動画があったときに、同じ 3 コマ分でも 60fps では 3/60=1/20 秒分であり、

30fps では 3/30=1/10 秒分となるので、同じ条件でフィルタをかけたことにはなりません。

このような場合に、「時間単位」のチェック欄にチェックを入れておくと、フィルタサイズ
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に 3 を指定すると 30fps でも 60fps でも 1/10 秒間分のフィルタがかかるため、同じ条件で

のフィルタリングが可能となります。 

 

 メディアンフィルタでは閾値の設定も可能です。これは大きな異常値のみを取り除きた

い場合に設定します。メディアンフィルタでは、1.5, 2.5 ,2.0 のようなデータでも 1.5, 

10.0 ,2.0 のようなデータでも中間値である 2.0 が結果として出力されます。メディアンフィ

ルタの利用目的は異常値除去であるため、このような場合 10.0 のような値のときだけ機能

してくれるのが望ましいと考えられます。このような閾値を有効とするのが、「閾値を越え

た場合のみ適用する」というチェック欄です。そして、その右にあるのが閾値の値の設定欄

です。閾値は画素単位で与えます。 

 

平滑化フィルタにおいて「サイズ自動決定」が有効になっている場合、最適サイズのフィ

ルタが自動計算されて適用されます。 

 平滑化フィルタのサイズを自分で設定したい場合は「サイズ自動決定」のチェックを外

し、フィルタサイズを設定します。なお、3 より小さい数値と 30 より大きい数値を指定し

たい場合は、数値を手入力する必要があります。 

 

 
 

 ※静止範囲を指定せずにグラフ表示したときは、最適フィルタサイズが機能していない

ので、「適用」ボタンを押して最適フィルタサイズを適用するか、グラフを開き直します。 

  

フィルタサイズ 3のグラフ 

最適フィルタサイズのグラフ 
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６-４-１. フィルタサイズの変更 

グラフ表示ウィンドウの「フィルタ」ボタンか、メインウィンドウの「設定」メニュー → 

「フィルタ設定」から、フィルタ設定のウィンドウを立ち上げます。 

 

フィルタサイズの設定欄に数値を入力して「適用」ボタンを押すと、グラフにそのサイズ

のフィルタが適用されます。「設定保存」ボタンを押すと、それ以降グラフを開くたびにそ

の設定が適用されます。 

 

 

 

※複数のグラフを表示している場合、フィルタのチェックを外してグラフが変更するのは

元々のウィンドウ上のグラフのみで、追加表示したものは変更されません。（上図の緑のグ

ラフは変化していません。） 

 

６-４-２. フィルタの無効 

グラフ表示ウィンドウ上の「フィルタ」項目のチェックを外します。もう一度チェックを

入れるとフィルタのかかったグラフに戻ります。なお、複数のグラフを表示している場合、

フィルタのチェックを外してグラフが変更するのは元々のウィンドウ上のグラフのみで、追

加表示したものは変更されません。 

 

  

フィルタの数値変更 
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６-５. 計測する方向を指定（2D 設定） 

６-５-１. 2D 計測で使用するパラメータ 

 OpticG 2D では、変位の計測に 3 つの角度を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図中のφ（傾斜角）に関しては、動画リスト、もしくは画像リストにて設定できます。設

定箇所は、２-５-１動画像の場合（p.10）、２-５-２連写画像（p.10）を参照してください。 

 

 2D 計測では、y 方向の指定、θ、κが設定可能です。これらの値を設定するには、グラフ

表示ウィンドウから、「2D 設定」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

このダイアログで、2D 計測に関する設定を行う事が出来ます。 

  

θ φ 
カメラ 

対象物 

κ 
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６-５-２. y 方向を垂直方向に取る場合 

対象物の側面を横方向から撮影する時、y 方向は垂直方向になります。 

 

 

 

  このような計測の場合は、2D 設定の y 方向の指定を「垂直方向に取る」にチェックをいれ

てください。 

 

 

６-５-３. y 方向を平面方向に取る場合 

対象物を下から撮影したような場合、画像上の下向きが奥行きを表す場合があります。 

 

 

このような場合は、2D 設定の y 方向の指定を「平面方向に取る」にチェックをいれてくだ

さい。 

  

Y 方向 

X 方向 

x 方向 
y 方向 

 



 
50 

６-５-４. θの指定 

 撮影箇所と対象物の位置関係により、θが既知の場合はθを指定するにチェックを入れ、

θの値を入力してください。デフォルトではθは 0 度、対象物の正面から撮影したと見なし

ます。θの符号に関しては以下の図を参照してください。撮影対象物に対してカメラが上か

ら見て右側にある場合正の値を、左側にある場合は負の値を入力してください。 

 

 

 

  

 

θ 
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６-５-５. κの指定 

κが既知の場合は、κを指定するにチェックを入れ、κの値を入力してください。 

 κは画像に写っている「鉛直方向であることがわかっている」対象の傾きから得られます。 

 

κを求めている例： 

 

 

 

上図の場合、上端と下端のずれは－10 画素(1154－1164 画素)で、ドラッグした線の長さは

466 画素なので、 

κ=arcsin( －10 / 466 )= －1.229° 

となります。 

 

６-５-６. y の符号を反転する 

 OpticG 2D は、デフォルトで画像下方向が y の正方向になります。「y の符合を反転する」

にチェックを入れると y の符号を反転し、画像上方向が y の正になります。 

 

  

1.長さ計算ボタン(OpticG 2D 1.1 から実装)を押します 

2.鉛直方向にドラッグします 

3.線の長さが表示されます。これをもとに計算します。 
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６-６. グラフ間演算 

同じ画像上の複数の領域で作成されたグラフ間について四則演算し、新たなグラフを作成、

表示することができます。メインウィンドウの「ツール」メニューから「グラフ間演算」を

選択してください。 

例えば、次の図では g1～g3 のグラフの平均をグラフ表示しようとしています。 

 

 

 

一度演算した計算式は記録されるので、同じ計算式を使う時は履歴をプルダウンして選択

します。 

 

６-６-１. 演算する時のフィルタ設定 

①「フィルタをかけたグラフに対し演算する」の項目にチェックを入れた場合、計算式で

利用するグラフそれぞれにフィルタをかけてから演算を行います。 

 

このとき設定上自動決定したフィルタがかかっていると「「フィルタ設定」でフィルタサ

イズの自動決定を無効にして下さい。」というメッセージが出ます。「OK」ボタンを押し

て、設定を変更します。 

②この項目のチェックが外れていると、フィルタが無効の状態で演算してから、設定中の

フィルタをかけグラフ化します。 

 

フィルタをかける前のグラフの状態などに合わせて、その時々で判断して使い分けます。乱

れがひどいグラフを使ってグラフの差を求めるような計算をする場合は、一層値がひどくな

ることも考えられるので、注意が必要です。 

  

演算 フィルタリング 

演算 フィルタリング 
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６-７. グラフを比較したい － 統計処理 

グラフ表示ウィンドウから「ツール」メニューを選択し、「統計処理」を選択してくださ

い。他のグラフとの差の標準偏差や最大変位の差の算出などができます。 

 

 

 

統計処理のウィンドウが開いたらグラフウィンドウの「有効範囲指定」ボタンを押し、統

計処理する範囲をドラッグして指定します。範囲決定後、表示された計算結果を確認します。

対象範囲を変更する時はその都度「有効範囲指定」ボタンを押して指定し直します。 

例えばフィルタの数値を変更するなど、グラフに変化があった場合は統計処理ウィンドウ

の「再計算」ボタンを押すと、同じ範囲で計算し直します。 

計算結果はウィンドウを閉じない限り残るので、スクロールを動かして前の結果を確認す

ることもできます。 

既に有効範囲が決定している場合は、統計処理ウィンドウを開いて再計算ボタンを押せば、

有効範囲の計算結果が表示されます。 
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【７】 便利な使い方「こんなときには・・・」 

７-１. 一度に多数の計測領域を作成して解析したい（一括マッチング） 

 

多くの対象を計測しその成果を一度にまとめて処理したい場合、４-２. 「計測領域を作成

したい」の手順の通りに計測領域を作成した後、メニュー「ツール」から「一括マッチング」

を選択すると、マッチング予約ができます。 

一括マッチング処理ウィンドウの「一括処理実行」ボタンをクリックすると、全ての領域

について処理が行われます。 

 

 

 

一括マッチングのマッチング予約は複数プロジェクトで同時にできますが、全ての予約領

域が一つの動画内にある場合は、順番に処理を行うのではなく全ての領域を並行して処理す

ることができます（順番に処理するより高速です）。並行処理可能な場合は以下のポップア

ップが表示されます。 

 

  

①計測領域を作成する 

②ツールから「一括マッチング」を選択 

③「一括処理実行」ボタンで処理開始 



 
55 

７-２. 計測結果の集計を行いたい（一括出力） 

多くの領域の計測結果を集計したい場合、一括出力が便利です。 

 

 

メニュー「ツール」から「一括出力」をクリックします。 

一括出力の設定を確認し、「出力実行」ボタンをクリックすれば、一括出力できます。 

 

  

たくさんの領域 

 

１．一括出力 

２．出力実行 
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一括出力したファイルは集計等にご活用ください。 

 

  

３．出力完了メッセージ 

４．一括出力ファイルで集計に便利です 
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７-３. 画像切り出しを高速化したい（FFmpeg マルチスレッド） 

メインウィンドウの「設定」メニューから「FFmpeg マルチスレッド」を選択し、「使用

する」にチェックをいれてください。FFmpeg がマルチスレッドで動作し、切り出し処理が

高速になります。通常は「使用する」でお使いください。 
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７-４. 対象物の寸法を簡易的に知りたい 

グラフ表示ウィンドウの ボタン（簡易寸法計測ボタン）を押します。 

寸法を知りたい箇所をドラッグします。黄色の線が現われます。 

右下のステータスバーに寸法と画素数が表示されます。

 
 

 

  

簡易寸法計測ボタン 

寸法計測結果 
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【８】 保守管理・サポート 

８-１. トラブルシューティング 

８-１-１. 正しいシリアル番号・認証キーを入力してもインストールを続行できない 

正しいシリアル番号・認証キーを入力してもインストールを続行できない場合は以下の処

置をお試しください。 

 

・使用していないソフトウェアを終了する 

・Windows を再起動する 

 

問題が解消しない場合は弊社までお問い合わせください。 

 

 

８-１-２. 新規領域を設定できない 

「グラフ表示モード」ではありませんか？下図のように「編集モード」に設定してくださ

い。 

動画ファイルが PC 上にない場合は「グラフ表示モード」を引き続くご利用ください。 
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８-１-３. マッチング異常が発生してうまく計測できない 

６-３. マッチング設定（p.47）を参照し、以下を試みてください。ご不明な点は弊社まで

お問い合わせください。 

 

・動画の 明るさが変化する場合 ・・・「輝度調整をする」にチェックを入れます 

・大きな動きを計測できない場合 ・・・「走査範囲」の値をより大きくします 

・激しい動きを計測できない場合 ・・・「急激な動きに対応する」にチェックを入れます 

 

 

８-１-４. エラーが表示され処理が停止してしまう 

停止してしまう状況を可能な限り詳しくメモしていただき、弊社までお問い合わせくださ

い。 
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８-２. 保守管理 

保守管理サービスについて 

OpticG 1D/2D の顧客向けの、撮影・計測機器の保守管理サービスです。 

 

1. サービス内容 

 OpticG1D/2D に付属する撮影機器・レーザー距離計・パソコンを定期的に動作点検する

ことをサポートするサービスです。 

 何らかの異常がみつかった場合には、直ちに機器の交換や較正などを行ないます。 

 

2. 導入のメリット 

 カメラ・レンズ・レーザー距離計などの光学機器は精密機器ですから、使用し続けてい

るうちに狂いが生じます。しかし、使用者にとっては狂いに気付くことは難しく、知ら

ない間に大きな計測誤差が発生してしまっているかもしれません。定期的な点検により、

そのような問題を回避することができます。 

  OpticG 1D/2D の開発企業が直接点検・サポートを行うので安心です。 

 異常がみつかった場合も、利用者が修理などの手配をする必要がないので便利です。 

 保守期間内であれば、何度でもサービスを利用いただけます。 

 

サービス利用の流れ 

 

撮影機器などの送付（送料は利用者負担） 

動作確認 

修理など 
が必要 

NO 撮影機器などの返送  

（送料は弊社負担） 

交換・修理・較正の見積

 

YES 

交換・修理・較正の発注 

実費支払

 

交換・修理・較正・動作確認 

サービス利用依頼 
利用者 

ズームスケープ 

撮影機器などの返送・実費請求 （送料は弊社負担） 

※ 年利用料が未払いの場合は 

 年利用料が請求されます 
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サービス利用申し込み 

初めて利用される場合は弊社まで利用したい旨ご連絡下さい。顧客向けサービスなので、
特別な手続きは不要です。保守管理サービス料を含む見積書が発行されている場合は、その
見積書をもとに発注していただければ、保守管理サービスが適用となります。 
 

 

 

８-３. サポート 

OpticG 2D に関するサポートは下記までご連絡ください。 

 

 

 

●商標について 

本書記載の「Windows」は、Microsoft Corporation の登録商標です。その他の会社名およ

び製品名はそれぞれ各社の商標または登録商標です。 

 

 

株式会社 
〒520-0806 滋賀県大津市打出浜 2 番 1 号 コラボしが 21 4 階 413 号 
TEL: 077-514-8191 FAX: 077-514-8192 
URL: https://www.zoomscape.net/ 

開発・販売 


